
◆今こそ、核と原発をなくそう！

来たる８月６日――原爆投下から66年目となるこの日、

世界で最初に核による被爆が引き起こされた広島で「反戦

反核・反原発の世界大会」が開催されます。

福島第一原発の事故を受けて、今、多くの人々が「原発

をなくそう」「子どもたちを守ろう」と声を上げ、立ち上

がっています。６月11日、全国およそ200ヶ所で総勢100万

人規模の反原発行動が行われました。６月19日には、原発

被災地の福島で1500人がデモに立ちました。佐賀県では、

住民が連日県庁前に座り込み、玄海原発の再稼働を阻止し

ました。伊方原発三号機の再稼働や上関原発の建設も阻止

されました。世界を見れば、あらゆる国で反原発の声が上

がり、ドイツではついに原発撤退が決定されました。

今、私たちが声を上げ、行動すれば、必ず原発をなくす

ことができます。次は、８・６ヒロシマ世界大会です。日

本と世界で巻き起こる反原発の声を結集し、世界から核兵

器と原発をなくす大きなうねりを、今こそヒロシマの地か

ら創り出しましょう。

私たち全学連は、３月11日の震災と原発事故を受け、東

北の学生への救援活動を取り組みながら、各大学で反原発

署名を集めてきました。そしてこの夏、私たちは一万人の

署名を携え、全国の学生とともに広島に駆けつけます。ぜ

ひ多くのみなさんに署名・カンパのご協力をお願いします！

６月19日、福島現地で1500人の反原発デモ。

８月６日（土） 12：30～ 大集会
＠広島県立総合体育館

15：00～ デモ出発

８月５日（金）18：30～ ＠広島市東区民文化センター

８月６日（土）７；00～ 東千田公園集合

８月６日（土）９：00～ ＠原爆ドーム前

８月７日（日）10：00～ ＠南区民文化センター

８月７日（日）10：00～ ＠広島工業大学大会議室
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◆解決のメドさえたたない福島

あの震災の日――地震の直後にやってきた津波は、東電

が宣伝してきた「安全神話」もろとも原発の全電源装置を

破壊し、非常用炉心冷却装置という「最後の命綱」さえ機

能を停止してしまいました。１～３号機はメルトダウンを

起こし、１号機で水素爆発、続いて３号機、４号機でも爆

発が起こりました。４基の原子炉が放射能を大気と海に放

出し、それが何ヶ月も続くという人類史上かつてない事態

です（チェルノブイリは10日で放射能放出を阻止）。

今や、溶け出した核燃料はどこへ行ったかもわからなく

なり、汚染はとめどもなく広がっています。ついに、東京・

銀座にもホットスポット（放射線量が高い区域）が発見さ

れました。福島では、子どもたちに原因不明の鼻血や下痢

などの体調不良・異変が発生しており、高線量の被曝を回

避させるよう一日も早く手を打つことが求められています。

しかし、政府と東電は原発の維持を優先し、虚偽報告・

事後報告を繰り返し、未だに情報隠しを続けながら、国会

内では醜悪な政争と東電救済にうつつを抜かしています。

こんな政権のもとで、復興も、子どもたちの未来もあり

ません。

◆原発に未来はない―ヒロシマから未来へ

菅政権があくまで原発推進にこだわるのは、明らかに原

子力の核兵器への転用を狙っているからです。もともと原

子力は核兵器として開発され、ヒロシマ・ナガサキの惨劇

を引き起こしました。戦後は、核兵器製造の偽装形態とし

て原発が日本に持ち込まれました。

今、菅政権が推進しようとしている「核燃料サイクル」

は、原発の使用済み核燃料から、核兵器の材料となるプル

トニウムを取り出す試みです。被爆者が訴え続けてきた反

戦反核の声を踏みにじる暴挙を、絶対に許せません！

もう、私たちの生きる未来を、菅政権や東電にゆだねて

おくことはできません。社会を変えるのは、私たち自身で

す。子どもたちの命を、若者の未来を、生きていく希望を、

私たちの手にとり戻すために、８・６ヒロシマ世界大会の

成功をともに勝ちとりましょう。核・原発の廃絶を、ヒロ

シマから全世界に向けて宣言しましょう。私たち学生は、

その先頭に立って奮闘します！

重ねて、署名とカンパのご協力をお願いします！

◆反原発署名 ただいま

筆(６月２８日現在)

一万筆あつめて８・６ヒロシマへ！

◆反原発署名スタッフ募集！
毎週木曜日に実行委員会やってます！興味のある方は

倉岡雅美(法政大学社会科学研究会)

(090-3442-7829 masamin-c@ezweb.ne.jp)まで！

「反戦の母」

来日決定！！
２０１１年８月６～１５日
広島・長崎・沖縄・東京

シンディ･シーハンさんは、

アメリカでブッシュ前大統領

の始めたイラク戦争に反対し、

その戦争責任を追及してきた

反戦活動家です。

04年４月、彼女の息子は

イラク戦争で戦死しました。

彼女は、「なぜ息子は死なな

ければならなかったのか」

「この戦争の真の目的は、石

油とブッシュの仲間にばら撒

く金のためのものではないか」

とブッシュの戦争を弾劾し、

全米で「反戦の母」と呼ばれ

ました。

今夏、ヒロシマ世界大会に

合わせて彼女の来日しました!
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